
日向灘地震

南海地震ユーラシアプレート

東南海地震

東海地震

南海ト
ラフ

フィリピン海プレート

国の発表によると、菊池市では震度５強程度の地
震が発生すると予想されています。

南海トラフ地震の予測範囲

フィリピン海プレート
ユーラシアプレート

押しながら、年に数センチずつ、
沈み込んでいく

「
大
き
な
地
震
は
も
う
し
ば
ら
く
は
起
こ
ら
な

い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
熊
本
地

震
か
ら
２
年
。
余
震
や
報
道
の
回
数
は
随
分
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
被
災
建
物
の
解
体
も
進
み
、

防
災
へ
の
関
心
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

熊
本
地
震
発
生
以
前
、
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
、熊
本
地
震
の
原
因
と
な
っ
た
布
田
川

断
層
の
地
震
発
生
確
率
を
「
今
後
30
年
以
内

に
最
大
０・
９
％
」
と
見
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
確
率
を
見
て
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

予
測
さ
れ
て
も
、い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か

分
か
ら
な
い
の
が
地
震
。
熊
本
地
震
の
経
験
を

生
か
し
、次
の
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
、命
を

守
る
第一歩
で
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
が

高
確
率
で
起
こ
る
と
予
想

　
今
年
２
月
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員

会
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
今
後
30
年

以
内
の
発
生
確
率
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
～
９
ク
ラ
ス
）
を
「
70
～
80
％
」
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
周
辺

で
は
、
１
０
０
～
２
０
０
年
の
間
隔
で

大
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
最
近
で
は

72
年
前
の
昭
和
21
年
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
い
つ
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
閣
府
が
平
成
24
年
に
試
算
し
た

結
果
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
地
震
の
揺

れ
や
津
波
に
よ
り
、
建
物
全
壊
が
最

大
２
３
８
万
６
千
棟
、
死
者
が
最
大

22
万
９
万
人
（
九
州
地
方
が
大
き
く
被

災
す
る
ケ
ー
ス
）
と
さ
れ
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
（
死
者
約
２
万
人
、
建
物

（
住
家
）
全
壊
約
12
万
棟
）
を
大
き
く

上
回
る
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
震
度
５
強
程
度
の
揺
れ
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
周
辺
に
は
、
熊
本
地
震
の
原

因
と
な
っ
た
布
田
川
断
層
以
外
に
も
、

別
府
万
年
山
断
層
帯
（
大
分
県
）
を
は

じ
め
、
大
き
な
被
害
を
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
断
層
も
あ
り
ま
す
。

　
避
難
場
所
は
市
が
開
設
す
る
避
難
場

所
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

近
所
の
空
地
や
駐
車
場
な
ど
、
す
ぐ
に

避
難
で
き
る
場
所
を
家
族
や
近
所
の
人

と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
（
※
）
を
取

り
入
れ
、食
料
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
人
間
は
１
日
あ
た
り
２
～
３
㍑
の
水

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
人
暮

ら
し
な
ら
ば
２
㍑
×
６
本
入
り
箱
を
３

箱
持
っ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
※
日
常
的
に
非
常
食
（
缶
詰
や
カ
ッ

プ
麺
な
ど
）
を
食
べ
て
、
食
べ
た
ら
買

い
足
す
と
い
う
行
為
を
繰
り
返
し
、
常

に
新
し
い
非
常
食
を
備
蓄
す
る
方
法
。

　

災
害
で
上
下
水
道
が
損
傷
す
る
と
、

携
帯
ト
イ
レ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
携

帯
ト
イ
レ
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
と
き
、
避
難
場
所
が

分
か
ら
な
い
住
民
が
何
人
も
い
た
ん

で
す
。
区
に
は
約
１
０
０
世
帯
、
約

３
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
公
民
館
が
な
く
、
地
域
の
集
ま
り
も

少
な
か
っ
た
。
人
同
士
の
結
び
付
き
が

弱
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
必
要
を
感

じ
、
昨
年
４
月
に
自
主
防
災
組
織
を
設

立
。
ま
ず
、
一
時
避
難
場
所
を
菊
池
農

業
高
校
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
安
否
確

認
カ
ー
ド
を
作
っ
て
各
家
庭
に
配
布
。

　
睡
眠
中
は
急
に
動
け
ま
せ
ん
。
背
の

高
い
家
具
の
近
く
で
寝
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
背
の
高
い
家
具
が
あ
る

場
合
は
固
定
し
、
重
い
荷
物
は
下
の
段

に
収
納
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
の
避
難

に
備
え
て
枕
元
に
懐
中
電
灯
を
用
意
し

て
お
く
の
も
大
事
で
す
。

　
非
常
持
ち
出
し
セ
ッ
ト
を
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
入
れ
、
バ
ッ
グ
１
つ
で
避
難

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
良
い
理
由
は
、
物

が
た
く
さ
ん
入
り
、
両
手
が
使
え
る
状

態
で
避
難
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
金
銭
的
な

補
償
を
得
る
こ
と
は
、
災
害
復
旧
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
事
前
に
損
害
保

険
な
ど
を
契
約
し
、
損
壊
し
た
住
宅
の

復
旧
費
用
な
ど
を
確
保
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

避
難
す
る
際
に
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
各
家
庭
の
避
難
状
況
を
素
早
く
集

約
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
は
菊
池
農
業
高
校
と
合
同
で

防
災
訓
練
を
実
施
。
避
難
の
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。
震
災
を
機
に
地
域
の
つ

な
が
り
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
普
段
か
ら
住
民
同
士
が
助
け
合
え

る
区
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
交
通
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
３

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

震
災
で
変
わ
っ
た
防
災
意
識

富の原北区自主防災会防災士の育成

　市では、地域防災力の向上のため防災士の育成に
力を入れています。防災士とは、「自助」「共助」「協働」
を原則として、社会のさまざまな場で防災力を高める
活動が期待され、そのための十分な意識と一定の知識・
技能を修得したことを、日本防災士機構が認証した人
です。
　２月17、１８、２５日に合志市と菊陽町と合同で「平成
２９年度防災士養成講座」を開催しました。気象台職員
や大学教授など、防災の第一線で活躍する専門家から
の講義や演習で、平時からの備え、災害が発生したと
きはどのように対応するかなどを学習しました。防災
士の地域に根ざした活躍が期待されます。

女性消防隊が保育園や幼稚園
に出向き、読み聞かせを行い
ます。クイズを交えて災害時
に役立つ知識を紹介します。

防災士養成講座を開催しました

■申し込み・問い合わせ先
防災交通課
☎0968（25）7203

富の原北区自主防災会長

澤
さわ

田
だ

和
かず

久
ひさ

さん

part２

防 災 紙 芝 居

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

寝
室
に
は
大
き
な
家
具
を
置
か

な
い
。
懐
中
電
灯
は
枕
元
に

地
震
保
険
へ
の
加
入

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
は
日
頃

か
ら
そ
ろ
え
て
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

１
週
間
分
の
水
や
食
料
を
準
備

携
帯
ト
イ
レ
の
準
備
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